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　明けましておめでとうございま
す。
　会員の皆様方におかれましては、
ご壮健で良き新年をお迎えのこと
と存じます。
　昨年９月自民党役員と内閣の改
造により、ご留任された二階俊博
自民党幹事長、ご就任された世耕
弘成自民党参議院幹事長と門博文

国土交通大臣政務官の祝賀会を、11 月懇親忘年会と併せて開
催しました。改めてお祝い申し上げますと共に益々のご活躍を
祈念致します。
　昨年の台風 15、19 号等に被災された方に改めてお見舞い申
し上げます。安全・安心は国家の最重要課題であり、昨年の
広域的な甚大な被害に鑑み、これまでの延長上でない新たな
ステージに立ち「防災・減災等に資する国土強靭化」を進め
ることが肝要であります。また「令和」の英訳である“Beautiful 
Harmony”な国土利用を図ることが肝要であり、過度な東京
一極集中の解消と地方の特色ある自立的な発展のため「地方
創生」を促進・加速することが求められます。
　和歌山が、“自らの地域は自らの力で良くする”という決意で、
歴史・文化・風土・環境等の地域固有のハード・ソフト両面に
亘るオンリーワン資源を活かし他地域との差別化を図り「地方
創生」を進めることが肝要であります。幸いに、仁坂知事のリー
ダーシップにより、IR（統合型リゾート）の誘致等に鋭意取り
組んでおられます。
　県人会は素敵な出会いの場、交流の場であります。昨年 11
月下旬和歌山県人会世界大会を開催する等仁坂知事は県内外
多くの県人の交流にも努めておられます。県勢の飛躍のため、
先生方のご指導やご支援を戴き、県人会創設の先人達の熱き
想いを胸に郷土愛精神を持って種々の活動を実施してまいり
たいと想います。和歌山県に所縁のある方々と心を一つにして
種々努めて参りたいと想いますので、皆様方の積極的なご参
加・ご支援をお願い致します。
　また、在京和歌山県人会会長は「県人の子弟が安心して勉
学に励める環境を提供し、団体生活を通して有為の人材を育
てること」を目的として東京都調布市に開設された（公財）和
歌山県奨学会東京学生寮の理事長を務める慣例となっていま
す。人材育成継承のための運営の在り方について議論を深め
ています。皆様方の温かいご支援やご協力をお願い致します。
　結びに、本年が、和歌山県と会員の皆様方にとって幸多い
年となることを祈念して年頭のご挨拶と致します。

年 頭 の ご 挨 拶
在 京 和 歌 山 県 人 会

　　会　長　谷　口　博　昭

　あけましておめでとうございま
す。
　在京和歌山県人会の皆さんに
は清々しい新春をお迎えのことと
お慶びを申し上げます。
　昨年は、新天皇陛下が御即位
になり、時代も「平成」から「令
和」へと移り変わる節目の年とな
りました。

　和歌山県では、紀伊半島一周高速道路の全区間事業化や
小型ロケット射場の誘致が決定し、さらに、ねんりんピッ
ク紀の国わかやま2019が大成功を収めました。また、在京
和歌山県人会の皆さんをはじめ、多くの方々の御参加や御
協力を賜り開催しました和歌山県人会世界大会は、改めて
和歌山県人であることの誇りを感じるとともに、今後の発
展への活力が得られる歴史に残る大会となりました。「紀伊
山地の霊場と参詣道」も世界遺産登録15周年を迎え、国内
外に本県の魅力をPRできた素晴らしい一年でした。さらに、
高校生の県外進学率は42年ぶりにワースト１位を返上する
ことができました。総じて、令和元年は、新しい時代が始
まる予兆を感じる年となったと思います。
　令和２年は、「IR（統合型リゾート）」の推進、白浜など
を中心としたICT企業の誘致、ロケット射場による宇宙産業
の集積などで新しい和歌山を創っていく「嚆矢の年」とし
ていきたいと思います。
　また、本県の喫緊の課題である人口減少対策、産業の振
興、防災対策などにも果敢に挑戦してまいりたいと思いま
す。
　具体的には、保育料無償化、高校生や大学生の県内就職
の支援、働き手の確保、新産業の創出・先端技術導入、防
災・減災対策の強化や、個性豊かで暮らしやすい地域づく
りや道路ネットワークの整備などに取り組んでまいります。
　このように、県では、県勢発展のための時宜にかなった
きめ細やかな政策を進めてまいります。
　そして、「令和」の新時代が「和歌山の時代」となるよう、
全身全霊をかけて県勢を推進してまいりますので、皆さん
も一緒に郷土和歌山を盛り上げていきましょう！
　今年は、東京オリンピック・パラリンピックが我が国で
開催される記念すべき年です。和歌山にとっても県勢浮上
の年となりますとともに、在京和歌山県人会の皆さんにと
って良い年となりますよう心からお祈りを申し上げ、年頭の
ごあいさつといたします。

新 春 ご あ い さ つ
和 歌 山 県 知 事

　　仁　坂　吉　伸
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【新春随想】

デジタル経済
　小　川　正　平

（串本町出身）
（昭和11年９月生）

　新年あけましておめでとうご
ざいます。
　在京和歌山県人会の皆様にお
かれましては健やかな新春をお
迎えのこととお慶び申し上げます。
　さて昨年は、憲政史上初とな
る天皇陛下のご即位に伴う改元
が行われ、「令和」という新し
い時代の幕明けとなりました。

　私も県議会を代表し、「即位礼正殿の儀」に参列して
まいりました。
　時代の節目となるこの厳かな儀式を拝見しながら、地
方自治に携わる者の一人として、この令和の時代を魅力
ある時代にする責務を強く感じた次第です。
　今日、日本全体、とりわけ地方には、人口減少・超高
齢化社会の流れが押し寄せています。社会保障費の増大
や経済を支える労働力の減少、過疎化による担い手不足
の問題が更に深刻化してきています。
　また本県にあっては、南海トラフ地震等に係る防災対
策や度重なる風水害への対応など自然災害への備えも十
分に行わなければなりません。
　一方で、壮大な、夢ある事業も進められています。そ
の一つが統合型リゾート（IR）の誘致です。IR誘致は、
観光の振興や雇用の拡大など本県の発展に資するととも
に、その収益金の一部は社会福祉の増進や教育の振興な
ど様々な施策への活用が期待できます。現在、提起され
ているいくつかの課題に対し、シンポジウム等の機会を
通じ正確な情報を発信、提供するなど、その解消に向
け、懸命に取り組んでいるところです。
　県議会におきましても、令和の時代にふるさと・和歌
山が一層躍動できるよう、長期総合計画に掲げた「世界
とつながる愛着ある元気な和歌山」の実現に向け、精一
杯尽力してまいります。
　結びに、在京和歌山県人会のますますのご発展と、こ
の一年が県民の皆様、県人会の皆様にとってより良い年
となりますよう心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶と
いたします。

新 年 の ご 挨 拶
和 歌 山 県 議 会 議 長

　岸　本　　健

　皆様輝しい新春をお迎えになられ心からお慶び申し上げ
ます。豊かな自然に恵まれ、歴史と文化に満ちた能野に生
を受け７回目の子年を迎えることが出来ました。
　経済のデジタル化により、企業はもとより、国、中央銀
行の運営に変化をもたらしています。更に、IT（情報技術）
の進化により国や企業の運営が構造的な変化を強いられま
す。AI（人工知能）の急激な進化によってその運用にリス
ク管理が不可欠です。米国の巨大 IT 企業（GAFA（グー
グル、アップル、フェイスブック、アマゾン）と称される
四大プラットフォーマーは多量に収集したデータを武器に
急成長を遂げています。これら巨大企業は開発したシステ
ムを利用する企業間での取引条件、個人データの利用等の
公正化、透明化が必要、更にサイバー攻撃リスクが潜んで
いる。その対策に膨大な費用をかけざるを得ないのが現実
です。企業は日々 AI 化を促進し、各分野での高成長に挑
戦している。その為に莫大な投資が不可欠である。この投
資がデジタル社会で新しい価値を創造し経済の成長を生み
出すのではないか。
　今後益々デジタル社会は進化し、個人、企業がその対応
に挑戦し続ける必要に迫まられている。新デジタル時代を
生き抜くためには基本的な読解力、創造力を備えた人材が
求められる。それは新しい技術に対応した教育ではないか。
幸い多くの企業が多額の内部留保金を蓄積している。これ
らの資金を活用して必要な人材を確保することが急務であ
る。今やデジタルの進化は単に AI 化のみならずデジタル
通貨の分野にも世界の二大経済大国、米国と中国間で覇権
をかけた競いになるとメディヤが報じている。我が国はデ
ジタル社会の対応に遅れをとり、デジタル先進国米国中国
はもとより EU 諸国にも後塵を拝しています。
　子年の 2020 年こそ新しい息吹を感じる年になる様、デ
ジタル経済に対応するチャンスである。今夏「オリンピッ
クとパラリンピック」が東京を中心に開催される機会こそ
政財界、国民一体となり経済成長を高める好機です。令和
最初の新春に「夢と希望」を挙げ、それを叶えられるよう
心から念願する次第であります。
　結びに、皆様方の益々のご健勝とご多幸を心からご祈願
申し上げます。
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令和元年度
第61回県人会通常総会開催

日時　令和元年7月7日（日）12：00〜15：00
場所　ホテル　ルポール麹町
　　　「ロイヤル・クリスタルの間」

（挨拶する谷口博昭会長）

　創立61周年の通常総会が昨年の７月７日（日）ホテル

　ルポール麹町「ロイヤル・クリスタルの間」で開催さ

れました。昭和34年に、会員相互の親睦を図り、併せて

郷里の発展に寄与することを目的に設立されてより昨年

で61周年を迎えることが出来ました。世の中もようやく

デフレからの脱却の兆がみえ、景気回復も感じはじめ明

るさが少しづつみえはじめてまいりましたが、少子高齢

化、人口減少等厳しい日々が続くものと思われますが、

郷土を同じくする者同士、年一度一堂に集まり、紀州言

葉でお互い心おきなく情報交換やら、励まし合いながら

旧交をあたため明日への活力をそなえていただきたく例

年の通りの総会開催となりました。公務多忙のため御出

席いただけなかった仁坂吉伸和歌山県知事の代理として

知事室長の細川一也氏より知事メッセージを代読いただ

き出席者各位と親しく懇談いただきました。

〔総会の部〕

　開催予定時刻12時より　寒川一郎常任理事の司会で始

まる。まず谷口博昭会長より挨拶、議事に入る。時間の

都合上配布している資料（総会プログラム）に沿って谷

口議長より審議に入る。議案第一号「平成30年度事業報

告並びに歳入歳出決算」を提出。これに関連して後地俊

男監査役より「歳入歳出決算、諸帳簿等の監査の結果い

ずれも妥当であることを認めました」と監査報告。異議

なく可決。議案第２号「令和元年度事業計画（案）並び

に歳入歳出予算（案）」に移る。異議なく可決。次に議

案第３号「役員の改選」に移る。長年副会長として本会

発展のためご尽力いただいておりました嵩聰久氏が健康

上の都合で副会長を辞任され、後任に常任理事の瀧井道

治氏が就任。新理事に岩崎新太郎、坂口三代治、本田悦

朗、藤田和子の４氏が就任。異議なく可決されました。又、

明年春の叙勲においてスポーツ振興功労者として旭日小

綬章を受賞されました早田卓次氏（田辺市出身、元（財）

日本体操協会副会長）の受賞祝賀も開催いたしました。

〔懇親の部〕

　寒川常任理事の司会で懇親の部がはじまる。出席いた

だいている魚住裕一郎先生のご挨拶にはじまる。ご出席

いただけなかった国会議員先生方の秘書さんのご紹介。

時間もすぎ乾杯の音頭を新副会長の瀧井道治さんにお願

いする。各所から寄せられた祝電の披露。ご寄附いただ

いた物品の発表。お礼にかえさせていただく。しばらく

懇親がつづく。

〔余興の部〕

　今年は江東区川
せん

南
なん

和太鼓クラブの子供さん達の和太鼓

演奏を楽しんでいただく。又例年出演をお願いしている

みなべ町出身の川島ケイジさんにも出演をお願いしヒッ

ト曲をたっぷり熱唱していただきました。余興の時間も

またたく間に過ぎる。

〔抽選の部〕

　例年通り各所からいただいた寄贈品の抽選会に移る。

ホテル海舟、ホテル浦島、ホテルダイワロイヤルの宿泊

（仁坂吉伸県知事代理・知事室長細川一也氏）
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券、その他豪華商品が次々と当選者に渡される。歓声が

わく、拍手がおこる。楽しい抽選会の時間もあっという

間に過ぎる。副会長の濱口道雄さんの閉会の辞で令和元

年度の通常総会も盛大に無事終了しました。

総会出席者御芳名（敬称略）

（○中数字は同伴者）

　青山　雅紀	 華名　正男①	 石田　真敏◯代

板橋　久美	 岩田　眞澄	 岩崎新太郎

石関　眞也	 魚住裕一郎	 上田　理恵

上田　政央	 後地　俊男	 岡　　義隆

小椋政次郎	 多田　泰教	 小川　剛毅

大木　巍晃	 小川　博光	 金子英一郎

亀田　　守	 梶原　峰子	 神山　欣也

川島ケイジ	 楠井　裕章	 日下　　保①

久保田　稔	 久保田耕平	 久保田聡子①

幸前　昌子	 小林　英子	 佐藤　則文

寒川　一郎⑤	 澤田　寿士	 才賀清二郎

坂本　　豊	 阪本　敏一	 坂本　一也

（新副会長に就任された瀧井道治氏の挨拶）

（川島ケイジさんの熱唱）

（副会長を退任される嵩聰久氏に花束贈呈）

坂口三代治①	 白井久寿夫	 下村　俊輝

須賀　和男	 杉若　吉彦	 鈴木　俊郎

鈴木　賀恵①	 嵩　　聰久	 嵩　　　茂

谷口　博昭	 谷口　豊詞	 竹中　美晴

竹中　司郎	 竹原　　功	 玉井　幸夫

瀧井　道治	 泰地　　武①	 髙垣　行男

鶴保　庸介◯代	 津名　敏彦	 十河　芳彦

中川　大虎	 西川　元啓	 西岡　千博

野尻　泰生③	 橋本　友希	 早田　卓次

原　佳津代	 濱口　道雄	 浜本　舜一

東田　浩正	 平野　雅昭	 福山　良男

藤範　二彦	 古田　徳浩	 藤川　安夫

藤田　和子	 藤田　義明	 別府　直樹

細川　一也	 洞　　定治②	 本田　悦朗

堀内　栄一③	 松崎　正代	 松山　優治

松井　健一	 松井　重則	 宮城　　諭

森本　恭治	 森　　聡郎	 森下　武子

山本　　保	 山澤　祥吾	 山田　殖保

山下　芳弘	 山形　友紀	 湯川　洋児

由良　禎造	 吉村　典子	 吉野美智子

（川南和太鼓クラブの演奏）
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新 役 員 名 簿（敬称略）
（令和元年７月７日〜令和３年通常総会開催日まで）

芳　名 職　　　　　　　　業 出身地
会　　長 谷口　博昭 一般財団法人建設業技術者センター 和歌山市

副 会 長 浜口　道雄 ヤマサ醤油（株） 広川町
〃 瀧井　道治 （株）SUMCO 橋本市

常任理事 上田　富三 アドソル日進（株） 橋本市
〃 大木　巍晃 元日本銀行 和歌山市
〃 寒川　一郎 前市川市市議会議員 紀美野町
〃 玉置　三郎 ニッケン（株） 田辺市
〃 林　　正道 内外施設工業（株） 橋本市
〃 洞　　定治 アセット・インベントリー（株） 古座川町
〃 山下　芳弘 和歌山県東京事務所 紀の川市
〃 湯川　洋児 （株）ナレッジ・キャピタル 白浜町

理　　事 東　　善彦 （株）東農園 みなべ町
〃 稲井　孝之 弁護士 田辺市
〃 岩崎新太郎 S T不動産（株） 新宮市
〃 植芝　守央 （財）合気会 田辺市
〃 大西　正悟 大西国際特許事務所 九度山町
〃 神山　欣也 （株）海光電業 有田川町
〃 神谷　和秀 （株）イオンフィナンシャルサービス 橋本市
〃 川口　雅敏 （株）北辰広告 有田川町
〃 坂口三代治 （株）リビルデザイン 御坊市
〃 坂本　　豊 （株）アイ・テイ・コンサルテイング 九度山町
〃 泰地　　武 （株）東京ウメタ みなべ町
〃 竹原　　功 那智勝浦町
〃 西川　元啓 元新日本製鉄（株）、弁護士 橋本市
〃 硲　　龍男 元（株）錢髙組 和歌山市
〃 浜口吉右衛門 （株）東濱植林 広川町
〃 廣浦　康勝 ハウス食品（株） 橋本市
〃 平野　直人 （株）相和技術研究所 かつらぎ町
〃 藤田　和子 弁理士、エルアイエル国際特許商標事務所 和歌山市
〃 渕上　洋治 （株）ホテルサンルート 新宮市
〃 堀内　栄一 （株）ホリウチ 橋本市
〃 本田　悦朗 前スイス大使 岩出市
〃 松岡　靖之 （株）紀陽銀行 和歌山市
〃 桝髙　　修 （株）オリエンタルランド 古座川町
〃 山本　勝也 （株）リバテイジャパン 美浜町
〃 由良　禎造 ワイ・エス・ケー（株） 和歌山市

監　　事 後地　俊男 古座川町
〃 音無　牧太 きりしまフラワー（株） 新宮市
〃 藤範　二彦 日新工業（株） 紀の川市

相 談 役 竹中　美晴 （財）海外漁業協力財団 みなべ町
〃 平野　雅昭 （株）相和技術研究所 かつらぎ町
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令和元年度在京和歌山県人会　土産品・寄付金提供一覧表

（敬称略：順不同）

《　詰 め 合 わ せ 土 産 物 一 覧　》
紀州五代梅
バラ梅酒スパークリングリキュール

150個
150本

（株）東農園　　　
会長　東　　善彦

梅果汁グミ 150個
井口食品（株）　社長　井口　久信

梅　干 150個
（株）東京ウメタ　社長　泰地　　武

ヤマザキビスケット・ルヴァン 170個
内外施設工業（株）　会長　林　　正道

ヤマサ特選しょうゆ 200本 ヤマサ醤油（株）　
会長　濱口　道雄

クレラップ 150個 （株）紀陽銀行
ウコンドリンク
バーモントカレー中辛

150本
150個

ハウスウェルネスフーズ（株）
社長　廣浦　康勝

コーヒー 150本 ダイワロイヤル（株）
すしざんまい食事券 100枚

（株）喜代村　社長　木村　　清
あんぽ柿 150個

JA紀北かわかみ　組合長　宮崎　卓郎

《　抽 選 景 品 一 覧　》
ホテル「海舟」宿泊券 ２組

（株）東農園　会長　東　　善彦
ホテル「浦島」宿泊券 ２組

（株）ホテル浦島　社長　成田　安弘
ダイワロイネットホテル和歌山宿泊券 ２組

（株）ダイワロイヤル
シュシュ焼菓子セット 10箱
共立リゾート宿泊券 1組（株）共立メンテナンス
生 花 ５鉢

（株）きりしまフラワー　社長　音無　牧太
金 山 寺 味 噌 ５個

丸新本家（株）　社長　新古　敏朗
梅 干 ３箱

（株）勝僖梅　細川　竜二
洋食詰合わせセット ５個

レストランフライヤ　山井　一範
太平洋　熊野三山 ６本

新宮市長　田岡　実千年
バレンシアオレンジ

10個入×６セット 田辺市商工振興課

和歌山ジンジャエール
６本入×４セット

和歌山市長　尾花　正啓
小玉スイカ ４個

印南町長　日裏　勝己
金山寺味噌・ポン酢詰め合わせ 10箱

紀美野町長　寺本　光嘉
柚子ジュース　柚香ちゃん

10本入×10セット
古座川町長　西前　啓市

梅　干 ５箱
上富田町長　小出　隆道

トマト梅セット ５箱
みなべ町長　小谷　芳正

キュウリ� 13本×20セット
美浜町長　森下　誠史

《寄　付　金　一覧》
◦金　50,000円

谷口　博昭　堀内　栄一　洞　定治　上田　富三　
アセットインベントリー㈱　㈱アセットオール

◦金　30,000円
濱口　道雄　瀧井　道治　平野　雅昭　竹中　美晴
音無　牧太

◦金　20,000円
林　正道　　神山　欣也　浜口　吉右衛門　
藤田　義明　雑賀　慶二　寒川　一郎　植芝　守央
由良　禎造　廣浦　康勝　後地　俊男　西川　元啓
大木　巍晃　湯川　洋児　泰地　武　　大西　正悟
藤範　二彦　坂本　豊　　玉置　三郎　東　善彦
榎本　長治　桝髙　修　　坂口　三代治
山本　勝也　神谷　和秀　玉井　康裕　本田　悦朗
岩㟢　新太郎　木村　平右衛門　藤田　和子

◦金　15,000円
川口　雅敏

◦金　10,000円
稲井　孝之

}

}

}
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〈議　　事〉

議案第１号　�平成30年度事業報告並びに歳入歳出決算に

ついて

（平成30年度事業報告）

・平成30年度通常総会開催　（平成30年７月８日）

・理事会１回開催

・忘年会開催

・祝賀会開催（４回）

・懇親会開催（１回）

・県人会報発行

（平成30年度歳入歳出決算）

（歳入の部）
科　　　　　　目

予　算　額 決　算　額 差　　　引 附　記
項　　　　　目

会 費

寄 附 金
広 告 料
雑 収 入
前年度繰越金

普 通 会 費
賛 助 会 費
総 会 会 費
次年度会費

円
3 , 041 , 000
1 , 210 , 000

900 , 000
930 , 000

1 , 000
1 , 285 , 000

500 , 000
2 , 000

1 , 458 , 081

円
2 , 649 , 000

830 , 000
925 , 000
874 , 000
20 , 000

1 , 295 , 000
834 , 892

1 , 530 , 018
1 , 458 , 081

円
△　392 , 000
△　380 , 000
　　25 , 000
△　56 , 000

19 , 000
　10 , 000
334 , 892

1 , 528 , 018
0

合　　　　　計 6 , 286 , 081 7 , 766 , 991 1 , 480 , 910

（歳出の部）
科　　　目

当初予算額 流用増減額 予算現額 決 算 額 差　　引 附　
記項　　　目

事 務 費
会 議 費
事 業 費
　会報発行費
予 備 費

円
3 , 390 , 000
1 , 321 , 000

370 , 000
370 , 000

1 , 205 , 081

円
△　90 , 251
1 , 341 , 958

△　63 , 410
△　63 , 410

△1 , 190 , 395

円
3 , 299 , 749
2 , 662 , 958

306 , 590
306 , 590
14 , 686

円
3 , 299 , 749
2 , 662 , 958

306 , 590
306 , 590

0

円
0
0

　0
　0

14 , 686
合　　　計 6 , 286 , 081 △2 , 098 6 , 283 , 983 6 , 269 , 297 14 , 686

歳　入　合　計　　　　7,766,991円
歳　出　合　計　　　　6,269,297円
歳入歳出差引残金　　　1,497,694円（翌年度へ繰越）

平成30年度歳入歳出監査報告について
〔監査報告〕

　平成30年度歳入歳出決算書について，歳入歳出決算書，

諸帳簿等の監査の結果いずれも適正であることを認めます。

令和元年５月14日　　　　　

監事　後　地　俊　男　　

〃　音　無　　　功　　

〃　藤　範　二　彦　　

議案第２号　�令和元年度事業計画（案） 

並びに歳入歳出予算（案）について

（令和元年度事業計画（案））

1．令和元年度理事会開催

2．令和元年度通常総会開催

3．会報の発行

4．その他必要と認められる事業

　　　　忘年会兼懇親会開催

　　　　その他懇親会開催

（令和元年度歳入歳出予算（案））

（歳入の部）
科　　　　　　目

本年度予算額 前年度予算額 差　　　引 附　　記
項　　　　　　目

会 費

寄 附 金
広 告 料
雑 収 入
前年度繰越金

普 通 会 費
賛 助 会 費
総 会 会 費
次年度会費

円
2 , 981 , 000
1 , 150 , 000

900 , 000
930 , 000

1 , 000
1 , 285 , 000

500 , 000
2 , 000

1 , 497 , 694

円
3 , 041 , 000
1 , 210 , 000

900 , 000
930 , 000

1 , 000
1 , 285 , 000

500 , 000
2 , 000

1 , 458 , 081

円
△ 　60 , 000
△ 　60 , 000

―
―
―
―
―
―

39 , 613
合　　　　　　計 6 , 265 , 694 6 , 286 , 081 △ 　20 , 387

（歳出の部）
科　　　目

本年度予算額 前年度予算額 差　　　引 附　　記
項　　　目

事 務 費
会 議 費
事 業 費
　 会 報 発 行 費
予 備 費

円
3 , 485 , 000
1 , 321 , 000

370 , 000
370 , 000

1 , 089 , 694

円
3 , 390 , 000
1 , 321 , 000

370 , 000
370 , 000

1 , 205 , 081

円
95 , 000

―
―
―

△ 　115 , 387
合　　　計 6 , 265 , 694 6 , 286 , 081 △ 　20 , 387

議案第３号　�役員の改選について（案）　（別添）
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消　　　息
二階俊博自由民主党幹事長、世耕弘成自由民主党
参議院幹事長、門博文国土交通大臣政務官就任 

祝賀並びに令和元年度懇親忘年会開催

日時　令和元年11月19日（火）18：00〜20：000
場所　ホテルルポール麹町「エメラルドの間」

　昨年９月 11 日の自由民主党役員人事及び第４次安倍
再改造内閣において自由民主党幹事長に留任されました
二階俊博先生、７月 11 日の参議院選挙において五選を
はたされました世耕弘成先生が経済産業大臣から自由民
主党参議院幹事長に就任、門博文先生が国土交通大臣政
務官に就任されました。三先生の就任祝賀と令和元年度
懇親忘年会を開催。
　100 名を越える多数の出席者を得て盛大な就任祝賀と
忘年会になりました。

当日の出席者（敬称略）
　足立　敏之	 青山　雅紀	 新井　昌彦
　岩田　眞澄	 岩崎新太郎	 石田　真敏
　板橋　久美	 今井　　亨	 後地　俊男
　内野　嘉紀	 海老原崇智	 榎本　長治
　大西　正悟	 岡崎　光子	 大谷　利弥

　小川　博光	 亀田　　守	 籠田　幸夫
　川口　雅敏	 門　　博文	 木村　　清
　菊池　徳美	 岸本　周平	 久保田聡子
　久保田耕平	 久保田　稔	 小西　康徳
　佐藤久美夫	 才賀清二郎	 坂本　　豊
　澤田　寿二	 寒川　一郎	 坂口三代治
　杉若　吉彦	 鈴木　賀恵	 鈴木　正規
　世耕　弘成	 谷口　博昭	 泰地　　武
　嵩　　　茂	 谷口　孝司	 津名　敏彦
　鶴保　康介（代）	 徳川　宜子	 道本　　学
　中村　智裕	 中谷　久代	 中西　晶大
　二階　俊博	 根来　伸樹	 濱口　道雄
　原野　純夫	 畑口　昌洋	 橋本　友希
　平野　直人	 福田　一夫	 藤田　義明
　藤田　和子	 古田　徳浩	 別府　直樹
　本田　悦朗（１）	 洞　　定治	 洞　　善康
　洞　　智也	 桝谷　　修	 松山　健士
　松井　重則	 松井　健一	 宮原　正明
　南丘喜八郎	 森　　美紀	 森　　聡郎
　山本　勝也	 山下　芳弘	 山澤　祥吾
　山下　一臣	 藪　　真次

世耕　弘成氏　第25回参院選で五選
〜得票率全国１位を達成〜

　第 25 回参院選は昨年の７月 21 日に投開票が行われ、
世耕弘成氏が 29 万 5,608 票を獲得、五選を果されたうえ、
目標としていた「得票率全国１位」を達成されました。得
票率は 73.77％で２位の 69.97％に差をつけ圧倒的な強さで
五選をはたされました。
　初の得票率全国１位を果たした世耕氏は自身のフェイス
ブックで「得票率全国トップという立派な成績を果たさせ
ていただきました。県民の皆さんの期待の大きさを痛感し、
重い責任を感じています。これからも国政で懸命に仕事に
励み、ご期待に応えてまいります」とコメントしている。

（自由民主党幹事長に留任されお祝いの花束を受けられる
二階俊博氏）

（国土交通大臣政務官に就任されお祝いの花束を受けられる
門　博文氏）

（自由民主党参議院幹事長に就任されお祝いの花束を 
受けられる世耕弘成氏）
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郷土だより
初の県人会世界大会開催　2,000人参加

　国内外の県出身者とその子孫が和歌山に集い、交流を
深める初めての県人会世界大会が昨年11月24日、和歌山
市の県民文化会館で開催されました。
　ペルーやブラジル、北米などにある海外県人会からの
８ヶ国11団体約280名と国内県人会７団体約170人、一般参
加者らを合わせて約2,000人以上の県民が出席。交流を深
め、ふるさとを通じた絆を確かめあいました。
参加した海外の県人会は
　「南加県人会」「シアトル紀州クラブ」「東部カナダ県人会」

「ペルー県人会」「メキシコ県人会」「ブラジル県人会」 
「パラグアイ県人会」「アルゼンチン県人会」など８ヶ国 
11団体約280名
国内の県人会は
　「在京和歌山県人会」「東海県人会」「京都県人会」 

「大阪県人会」「堺県人会」「神戸県人会」など17団体約
170名
　式典では、仁坂吉伸県知事は「世界や日本で活躍して
いる和歌山県人が一堂に集まり、交流を通じて、さらに全
世界に県人のエネルギーを発揮してほしい」と挨拶。各
地域での活動で、県に貢献したとして、各県人会の代表
に顕彰盾を贈呈。式典終了後、当県人会々長の谷口博昭
会長は「これを機会に一層の交流を深めながら、ふるさと
和歌山に少しでも貢献出来ればと思う。今後も節目節目に
交流の機会をつくっていただければ嬉しい」と語っておら
れました。

県議会議長に岸本　健氏（48才）就任

　和歌山県議会は昨年５月17日、正副議長を選任、新議
長に岸本健氏（48）が選出されました。岸本氏2007年に
県議に初当選，自民、紀の川市出身で４期目。
　岸本氏は建設常任委員長、議会運営委員長、県監査委
員などを歴任。一昨年から昨年４月まで副議長を務めた。
　副議長には和歌山市出身の森礼子氏（50才）＝４期目、
自民＝が就任。

梅収穫量55年連続で日本一

　昨年の和歌山県内の梅収穫量で５万7,500トンで、1965
年以来55年連続で日本一となりました。2013年の７万9,000
トンが調査開始の1950年以降で最多、その後、４年連続
で減少し、2017年には５万3,500トンまで減少。しかし、一
昨年は過去３番目に多い７万3,200トンまで回復。全国的
にも天候の影響で２割減となりましたが、和歌山県産は全
国最多を維持した。全国収穫量は８万8,100トンで県産は
その65％を占める。次いで群馬県、三重県、宮城県と続く。
出荷量は一昨年比１万5,100トン減の５万5,500トン、調査
開始の1971年から連続して日本一となりました。

県人口平成８年から24年連続減少
令和元年10月１日現在推計人口92万3,721人

　県人口の減少に歯止めがかからなく、平成８年から24年
連続減少がつづいている。令和元年10月１日現在の推計人
口は92万3,721人（男43万4,409人、女49万9,312人）。1995年
には108万435人だった人口は翌96年から24年連続で減りつ
づけ、この間合計15万6,714人（14.5％）も減少、減少幅がほ
ぼ毎年拡大している。前年同期から１年間の減少数は、
1996年は511人（0.05％）だった減少数が2019年には１万330
人（1.11％）となり、２年連続して１万人を越えた。この減
少数の７割を占めるのが自然減である。年間の死亡数が近
年高止まりする中で、出生数は過去最少を更新を続けてい
る。1990年代後半までは出生数が１万人以上だったところ、
2019年には初めて６千人を切り、死亡数の半分以下となっ
た。（出生数5,873人、死亡数１万2,977人）で22年連続減少。
市町村別でみても自然増はなく、全市町村で減少している。
　一方社会減も続いている。大きな増減はないが、毎年
３千人以上も転出が超過しており、24年連続で転出が転
入を上回っている。（転入１万3,571人、転出１万6,797人）
　県では対策の一環として和歌山市内に次々と大学を誘
致した結果、県内高校から大学、短大進学者のうち、県外に
出た人の割合が41年連続全国一位だったのが、昨春83.0％
（速報値）となり、島根県に次いで２番目となりました。
　市町村別でみてみると人口が増加したのは岩出市（前
年比113人、0.21増）、日高町（同26人、0.34％増）
　減少率は古座川町の（同94人減、3.56％減）、九度山町の

（同135人減、3.28％減）などが大きく、増加市町村は岩出市、
日高町の２市町のみ、あとの市町村は全て減少している。
　世帯数は前年より591人増えて39万4,146人世帯で、一世帯
当たりの人数は2.34人で前年に比べて0.03人減少している。

県内小中学生過去最少 〜学校数も減少続く〜

　昨年度５月１日現在の県内小学生は一昨年度より591人
少ない４万5,438人、中学生は685人少ない２万3,795人と
なったことが文部科学省の学校基本調査でわかりました。
減少が止まらず、小学生は34年連続、中学生は10年連続
で1948年度の調査開始以来の過去最少を更新した。学校
数についても小中とも過去最少を更新。
　小学生は58年度の13万9,708人が最多。81年度の10万
6,823人を２回目のピークとして、翌年度から38年連続で
減少。中学生は87年度からほぼ毎年減少。最多は62年度
の７万7,233人。高校生（全日制・定時制）は一昨年度より
965人少ない２万5,524人で、９年連続減少。過去最多は65年
度の５万273人で、平成以降はほぼ右肩下がりに減っている。
　小学校数は一昨年度より６校少ない249校。50年代は最
多の446校あったが、減少傾向がつづき2008年度には299
校と300校を切り、昨年度まで11年間で50校減少。中学校
数は一昨年度より２校少なく129校。高校数は昨年度と同
じ47校となっている。
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電線・ケーブル・照明・配線器具
ネットワーク機器関連・機器用電線加工

海光電業株式会社
代表取締役　　神　山　欣　也

本　　　社 〒150-8502 東京都渋谷区恵比寿南 1-11-15
 恵比寿KDビル
 Tel. 03-3713-7166
大 阪 支 店 〒537-0014 大阪府大阪市東成区大今里西 1-1-5
 Tel. 06-6981-1641
川崎営業所 〒212-0054 神奈川県川崎市幸区小倉 5-18-21
 Tel. 044-599-1071（業務部）
茨城営業所 〒306-0101 茨城県古河市尾崎 2305-1
 Tel. 0280-75-2099
名古屋営業所 〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦 1-18-24
 HF 伏見ビル 9階
 Tel. 052-219-2337
仙台営業所 〒984-0003 宮城県仙台市若林区六丁の目北町 15-40
 Tel. 022-390-1811
九州営業所 〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前 3-13-1
 林英ビル 402
 Tel. 092-433-0600
四国営業所 香川県高松市上之町 1-9-25
 Tel. 087-815-1161
URL　http://www.kaikou .co . jp/

株式会社リバティジャパン
代表取締役　山　本　勝　也

■事業内容■
飲食店コンサルテイング

飲食店及び食料品店の経営
レジャー産業の経営

不動産事業
エネルギー事業

■事 業 所■
農林水産省 北別館 1F

〒 100-8950　東京都千代田区霞ヶ関 1-2-1
TEL/FAX 03-5512-6477

経済産業省 本館 B1
〒 100-8902　東京都千代田区霞ヶ関 1-3-1

TEL 03-3580-5525
E-mail:yamamoto@liberty-j.com
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エルアイエル国際特許商標事務所
所長弁理士 藤田和子
住所 〒104-0061 東京都中央区銀座4‐10‐10 ＧＭビル8階
ＵＲＬ www.lil-patent.jp
ＴＥＬ　03‐6688‐9677/　ＦＡＸ 03-6688-9678

知的財産権についての総合的なサポートを行っております。
特許、商標、デザインから地域ブランドやノウハウなど
経営やビジネスに欠かせない知的財産をお守りします。
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東京都中央区銀座1-18-2 辰ビル4F

〒104‒0061 東京都中央区銀座２丁目６番12号
大倉本館

電話（3562）1041（代表）

丸丸新新本本家家 株株式式会会社社
湯浅本店 丸新本家醸造元

〒643-0004 和歌山県有田郡湯浅町1466-1

TEL 0737-62-2267 FAX 0737-63-5789

URL https://www.marushinhonke.com

湯湯浅浅醤醤油油 有有限限会会社社
〒643-0004 和歌山県有田郡湯浅町1464

TEL 0737-63-2267 FAX 0737-63-5789

URL https://www.yuasasyouyu.co.jp

創創業業明明治治１１４４年年のの老老舗舗

「「味味ににはは絶絶対対のの自自信信ががあありりまますす。。
醤醤油油のの概概念念ががホホンントト変変わわるるののでで
ぜぜひひ味味わわっっててみみててほほししいいでですす。。」」

新新古古敏敏朗朗

丸丸新新本本家家 株株式式会会社社
湯浅本店 丸新本家醸造元

〒643-0004 和歌山県有田郡湯浅町1466-1

TEL 0737-62-2267 FAX 0737-63-5789

URL https://www.marushinhonke.com

湯湯浅浅醤醤油油 有有限限会会社社
〒643-0004 和歌山県有田郡湯浅町1464

TEL 0737-63-2267 FAX 0737-63-5789

URL https://www.yuasasyouyu.co.jp

創創業業明明治治１１４４年年のの老老舗舗

「「味味ににはは絶絶対対のの自自信信ががあありりまますす。。
醤醤油油のの概概念念ががホホンントト変変わわるるののでで
ぜぜひひ味味わわっっててみみててほほししいいでですす。。」」

新新古古敏敏朗朗
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専務取締役　洞  善康

30
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「ぜひ、おいで下さい」その想いを店名に込めた日本料理店

お召し上がりいただくのは、和歌山をはじめ産地から届く海と山の旬の幸。
四季折々に移り変わる「和」の味覚を、心ゆくまでご堪能下さい。

ランチ　￥1,500～
　　　　 日替わり（和定食）、月替わり定食、二段味楽弁当、昼懐石

〒106-0045　港区麻布十番 3-6-9
　　　　　  電話 /FAX　03-6809-4867/03-6809-4868
営業時間　ランチ   11：30～14：30
　　　　　ディナー 18：00～22：30（ラストオーダー 21：30）
定 休 日　毎月第3月曜日　（ただし日曜日は昼のみ営業）
アクセス　地下鉄南北線・大江戸線
　　　　　「麻布十番」駅1番出口徒歩3分
URL　http://kitera.web.fc2.com/index.html

ディナー  ￥6,000～
　　　　 懐石コース、料理長おまかせ、アラカルト（単品）

新一の橋

二の橋

公園

善福寺

大丸ピーコック

大江戸線
麻布十番⑦出口

☆

☆

パティオ

南北線
麻布十番④出口☆

南北線
麻布十番①出口☆

和歌山にとことん拘ったお店

★

MMaaddee iinn JJaappaann  をを世世界界へへ

フォワーダー業務 ・ 通関業務 ・ バンニング業務

拠

空 海

陸

岸岸和和田田営営業業所所 〒〒559966--00001122 大大阪阪府府岸岸和和田田市市新新港港町町1100--99

TTEELL：：007722--443366--88887777 コージツ岸和田 検索

機機械械
最最高高６６００ｔｔをを輸輸送送
設設置置ままでで

船船
一一部部解解体体、、工工夫夫
ししててババンンニニンンググ

乗乗用用車車
最最大大乗乗用用車車66台台
軽軽トトララッックク77台台
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東証 1部
証券コード　3837

社会インフラと、日本のモノづくりに、
ⅠCTで貢献します。

　事業内容　独立系のⅠCT 企業として、
「社会インフラ・システム」を中核に、「ⅠoTシステム」の開発や
「セキュリティ・ソリューション」の提供を行っています。

代表取締役社長　上田　富三
（和歌山県 橋本市 出身）

全地球測位
地理情報

交通管制

エネルギー監視
クレジットカード
システム

ダム監視
配電自動化
電力託送

【東 京 本 社】 東京都港区港南４－１－８
【国 内 拠 点】 大　阪　：大阪市北区
 福　岡　：福岡市博多区
 仙　台　：仙台市青葉区
【海 外 拠 点】 米　国　：サンノゼ・シリコンバレー
 中　国　：大連、北京
 ベトナム：ハノイ、ダナン、ホーチミン
  
ウェブサイト：https://www.adniss.jp




